
平成２６年度 第２回那珂市行政評価外部評価委員会

日時 平成２６年８月７日（木）午後２時～

場所 那珂市中央公民館 大会議室

１ 開 会

２ 副市長あいさつ

３ 協 議

（１）外部評価対象事業の選定について

（２）市民判定人の募集及び第３回委員会の内容について

４ その他

５ 閉 会



平成２６年度那珂市外部評価

市民判定人の募集及び第３回委員会の内容について

１ 参加意向調査について

・対象者 抽出日現在で２０歳以上の市民４００人

・方法 郵送（８月下旬投函→９月下旬締切）

・その他 評価対象事業、外部評価委員氏名も併記する。

２ 市民判定人想定人数について

・予定人数 １０名（２０名までは報償費・食糧費対応可）

・その他 希望者が対応可能人数を大幅に上回る場合には抽選にて決定する。

３ 第３回委員会（市民判定人説明会）の内容について

・日程 平成２６年１０月１７日（金）午後２時～午後４時（予定）

・場所 那珂市中央公民館 １階大会議室

・内容 （１）市長（もしくは副市長）あいさつ・外部評価委員紹介

（２）平成２６年度那珂市行政評価外部評価の方法について

（３）那珂市の財政状況について

（４）外部評価対象事業の概略について

（５）その他

・対象者 外部評価委員・市民判定人・外部評価対象事業担当課長等



① □ □

② □ □

③ □ □

□ □

④事業費や人件費の削除余地 □ □

□ □

□ □

□

評価者番号 □はい □いいえ
（参考）
あなた（もしくはあなたの家族）は、この事業の受益者ですか？

特記事項

(理由)

妥当である

人件費の削除余地がない

事業費の削減余地がある（→「◆今後の方向性」にて「現状維持」以外にチェック）

人件費の削減余地がある（→「◆今後の方向性」にて「現状維持」以外にチェック）

統廃合の余地がある（→「◆今後の方向性」にて「現状維持」以外にチェック）

廃止・休止の可能性がある（→「◆今後の方向性」にて「現状維持」以外にチェック）

統廃合の余地がない

廃止・休止の可能性がない

(理由)

コスト

向上

事業費の削除余地がない

適正である

受益者負担を求める事業ではない

維持

受益者負担の適正余地

●他課室等で実施している事業に対
象指標や活動指標が似ている事業は
ありますか？●廃止又は休止した場
合、事業の対象や成果の状況から判断
し、影響は限定的で対応は可能である
と見込まれますか？

(理由)

削減

成
果

(理由)

維持

低下

増加

余地がない 余地がある（→「◆今後の方向性」にて「現状維持」以外にチェック）

●所期の見通しに沿った成果となって
いますか？●成果が一部の対象者に
限定されてはいませんか？●対象指標
が増加する場合、現状どおりの事業内
容では成果が低下するおそれはありま
せんか？

事業類型

市担当課
記入者氏名

見直す必要がある（→「◆今後の方向性」にて「現状維持」以外にチェック）

◆目的妥当性/有効性/効率性/公平性に関する評価

(理由)

類似事業との統廃合余地

公
平
性
評
価

効
率
性
評
価

有
効
性
評
価

公共関与の妥当性
目
的
妥
当
性
評
価

●事業の内容に照らし、受益者の負担
割合は適正ですか？●受益者負担を
求める事業ではない・負担割合が低い
事業の場合、その理由は？

⑤

●成果を下げずに、単位当たりコストを
削減し活動指標を増加（維持）させるこ
とはできませんか？●担当者の業務の
一部（全部）を民間委託にすることで、
担当者の負担（人件費）を減少できま
せんか？●事業目的にそぐわない支
出はありませんか？

見直す余地がある（→「◆今後の方向性」にて「現状維持」以外にチェック）

（参考）改革・改善による期待成果

平成25

事務事業名

担当部課G等

該当する欄に
○印を記入

那珂市外部評価/市民判定人評価シート

・外部評価（市民判定人による今後の事務事業の方向性(改革・改善策))
◆今後の方向性

□ 終了 □ 廃止 □ 休止 □ 統廃合 □ 継続（見直し） □ 継続（現状維持）

※ 終了＝当初予定した活動が完了した後は、この事業は終了し継続しない。
※ 廃止＝当初予定した活動が完了しなくても、この事業は終了し継続しない。
※ 休止＝当初予定した活動が完了しなくても、この事業は一旦休止し、再開する場合には対象・手段・意図する成果等の抜本的な見直しを行う。
※ 統廃合＝対象・手段・意図する成果等の見直しを行い、類似の事業と統廃合したうえで、次年度以降も継続して事業を実施する。
※ 継続（見直し）＝対象・手段・意図する成果等の見直しを行ったうえで、次年度以降も継続して事業を実施する。
※ 継続（現状維持）＝基本的には対象・手段・意図する成果等は現状のとおりとし、次年度以降も継続して事業を実施する。
外部評価の判定は市民判定人の多数決により決定します（特記事項欄も市の対応を決定する際の参考にしておりますので、ご記入をお願いします）。
同数の場合のみ「終了志向（終了・廃止・休止）」「継続志向（統廃合・見直し・現状維持）」に合算し、多いほうとします。それでも同数の場合には、委員長が決定します。

評価対象年度 年度

成果の向上余地

●国・県・広域・民間事業者が同様の
事業を実施していませんか？●市が主
体となってこの事業を行うことは妥当で
すか？●その理由は？

廃止・休止の可能性

H26.8.7
事務局案
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